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図書館のミッション

� 知の循環

提供

（資料＋サービス）

新たな情報創造への支援

整理・装備

（付加価値）

新たな資料・情報

の誕生

資料・情報収集

図書館

＊故後藤総一郎先生

（元明治大学図書館長）

情報の収集・提供・保存

を通じて社会に貢献し，

すべての人々の文化的

生活の向上に寄与する。

人々の知る権利の担保

図書館のミッション（２）

大学図書館のミッション（学生向け）

� 人材育成と社会貢献

受験生の増加

自習サポート

（読書支援等）

学士力の向上

資料収集

（授業支援）

情報発信

図書館図書館図書館図書館ミッションミッションミッションミッション

図書館の活動を通じて，学士

力の向上に寄与し，社会に有

用な人材を輩出する。

大学のミッションと一致

� リテラシー教育

� 学習支援

� 図書館活用法

� ラーニングコモン

新たな活動



図書館のミッション（３）

ステークホルダー

著作権者

図書館員

業務委託受託者

図書館利用者

出版社

書店

社会

システムベンダー

図書館図書館はステークホルダーの

要望を常に満たさなければな

らない

すべてのステークホルダーとの永続的な相互補完関係を構築しなければならない

図書館のミッションは，多くの

ステークホルダーに支えられ

ている

� ステークホルダーが支えている

ミッションの重要性がステーク

ホルダーからの協力を得られ

る源

図書館のミッション（４）

Googleのミッション

� 全ての情報のインデックス化

検索システムでの

提供

インデックス化

（情報の整理）

インターネット上の

情報増加

インターネット上の

情報収集

Google

地球上の情報をすべてイ

ンデックス化して人々に

情報へのアクセスを提供

することによる社会貢献

情報の収集・提供・保存

を通じて社会に貢献し，

すべての人々の文化的

生活の向上に寄与する。

Googleと図書館は，同一のミッションをシェアし，媒体に特化した機能を有する

� 相互補完関係

図書館のミッション（５）

検索エンジンと図書館
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時間と距離の制約

からの開放

コンテンツ

質のバラツキ

非永続性

コンテンツ

質保証

永続性担保

時間と距離の制約

検索エンジンと図書館は，相互補完の関係にある。

図書館のミッション（６）

� 図書館のミッションから図書館を見る

� 図書館のミッションは，従来は図書館のみである程度充足していた

� 新たな媒体（電子情報）の拡大により，図書館と検索エンジンは同一の

ミッションをシェアするようになった。

� 図書館は，ミッション全体を遂行するための１つの機能

� 検索エンジンの登場により，図書館のミッションの重要性がより顕著に

なった。

� 検索エンジンと図書館は，現時点では相互補完の関係にある。

� 図書館のミッションは変わらない。ただし，環境にフィットする必要がある

図書館を取り巻く環境の変化への対応



ライトユーザー

（検索エンジン：)

一般ユーザー

（図書館＜検索エンジン)

ヘビーユーザー

（図書館＞ 検索エンジン)

図書館を取り巻く変化（１）

利用者動向

� ミッションに対するツールの選択

� インターネットインターネットインターネットインターネット普及前普及前普及前普及前はははは，，，，図書館図書館図書館図書館のみがのみがのみがのみが選択肢選択肢選択肢選択肢であったであったであったであった。。。。

� ライトユーザーライトユーザーライトユーザーライトユーザーはははは，，，，図書館図書館図書館図書館よりよりよりより検索検索検索検索エンジンエンジンエンジンエンジンをををを選択選択選択選択するするするする

� ミッションミッションミッションミッションにににに対対対対するするするする利用者利用者利用者利用者はははは増増増増えているがえているがえているがえているが，，，，図書館機能図書館機能図書館機能図書館機能のののの利用者利用者利用者利用者がががが減少減少減少減少したしたしたした。。。。

� 利用者数利用者数利用者数利用者数はははは，，，，影響力影響力影響力影響力をををを担保担保担保担保するするするする。（。（。（。（SNS等等等等））））

元潜在的図書館利用者

図書館を取り巻く変化（２）

資金量の変化

� ミッションに対する資金配分の変化

� ミッションミッションミッションミッションにににに対対対対するするするする資金量資金量資金量資金量はははは，，，，減少減少減少減少していないしていないしていないしていない

� 機能機能機能機能ととととユーザーユーザーユーザーユーザー数数数数にににに対応対応対応対応してしてしてして，，，，資金資金資金資金のののの分配分配分配分配がががが始始始始まったまったまったまった

� ユーザーユーザーユーザーユーザー比率比率比率比率からからからから考慮考慮考慮考慮してもしてもしてもしても，，，，図書館図書館図書館図書館へのへのへのへの資金量資金量資金量資金量がががが減少減少減少減少するのはするのはするのはするのは避避避避けられないけられないけられないけられない

検索エンジ等の新機能

への資金量

• コンピュータ

• インターネットインフラ

• 電子コンテンツ

図書館への資金量

• 資料費

• 設備費

• 人件費

図書館を取り巻く変化（３）

問題点

� 図書館は，環境の変化にどのように対応するか

� 図書館の利用者数はこのままでは減少する → ライトユーザーの移動

� 利用者減は，ミッション遂行に必要な資金分配の減少を招く（費用対効果）

� 検索エンジンと同一フィールド（対ライトユーザー）では勝てない

→ 図書館でサービス対象となるユーザー属性の再定義

→ 図書館の予算規模の再考。資金の配分の見直し

→ 図書館員の専門性の再定義

図書館機能の再構築

図書館の機能（１）

大学図書館の機能

� 大学と学生が図書館に求める機能とは

� 図書館は最大のステークホルダーである学生に何を還元すべきか

� 大学は自らのミッション遂行のために，図書館に何を期待しているか

→ 目に見える形でのより直接的な学習・授業支援活動

→ 授業では対応できない教育活動

→ より多く読書をしてもらうための仕組み（OPAC等）

→ 学習環境の改善とサポート

→ 情報リテラシーか図書館リテラシーか？

大学大学大学大学のののの主役主役主役主役はははは授業授業授業授業とととと学生学生学生学生。。。。ニーズニーズニーズニーズをををを捉捉捉捉えてえてえてえて変化変化変化変化するするするする



図書館の機能（２）

学生ニーズのキャッチ

� 学生が求める情報とは

� 学生は，どんな本を読めばよいのかが分からない

� 学生は，本を選択するための情報を求めている

→ 図書館の情報提供の中心はOPAC(目録情報）

→ OPACは，在庫管理メインのシステムである

→ 図書館の機能と利用者ニーズの乖離

→ 大学図書館が提供すべき本を選択するための情報とは？

従来型図書館機能再構築従来型図書館機能再構築従来型図書館機能再構築従来型図書館機能再構築のののの必要性必要性必要性必要性

図書館の機能（３）

オンラインナレッジの可能性と限界

� 図書館に求められるアクセスポイントとサービス

� ライトユーザーは，そもそも図書館には関心がない

� 一般ユーザーは，図書館に資料の提供を求めている

� ヘビーユーザーは，オンラインではなく，図書館に常に来館している

→ ライトユーザー層では，図書館サービスとニーズに乖離がある

→ ライトユーザーは，情報の質よりも量と利便性を重要視する

→ 図書館は，自らが持つ情報を積極的に公開して，情報量増加に貢献する

→ 図書館が自らの機能を最大限に発揮するためには，来館が不可欠

情報発信情報発信情報発信情報発信のののの重要性重要性重要性重要性。。。。図書館図書館図書館図書館でのでのでのでの情報発信力情報発信力情報発信力情報発信力のののの強化強化強化強化

� 図書館の情報発信サイクルモデル

図書館の機能（４）

情報発信

情報発信拡大

図書館利用の

活性化

図書館環境の

改善

図書館利用者の

増加

インターネット上での

情報拡大

社会的評価向上

図書館図書館図書館図書館ミッションミッションミッションミッション

� 現在の情報以外に何を発信するか？

� どうやって情報を作り出すか？

� ターゲットは？

� どうやって発信するか

� 図書館は何を発信したいのか

新たな図書館員専門性の確立

図書館の機能（５）

電子書籍と大学図書館

� 図書館は電子書籍とどう向き合うか

� アメリカ，韓国では，図書館での電子書籍取扱は進んでいる。

� 公共図書館は，ガイドラインの策定＋実証実験を行っている

� コミックやライトノベルなどがすでに電子書籍として流通

� 大学図書館での利用はまだ未知数

→ 電子書籍の取扱には，かなりのコストが必要

→ ボーンデジタルな資料の出現

→ 電子ジャーナルの経験を糧に

→ 資料（冊子）を持たない図書館に求められるサービスとは

大学図書館大学図書館大学図書館大学図書館としてとしてとしてとして電子書籍電子書籍電子書籍電子書籍のののの活用活用活用活用（（（（ソーシャルリーディングソーシャルリーディングソーシャルリーディングソーシャルリーディング等等等等））））



まとめ１

� 図書館とミッション，機能と変化

� 図書館が担ってきたミッションは，現在も重要である

� 図書館のミッションは，ステークホルダーに支えられている

� 検索エンジンと図書館は同一ミッションをシェアしている

� ライトユーザーは，図書館から検索エンジンへとシフトした

� ミッション遂行のための資金が，図書館集中から分散型となった

� 図書館は環境の変化に適応する必要がある

� 図書館は利用者のニーズを捉えなければならない

�図書館はミッション遂行のための機能を再構築する必要がある

図書館図書館図書館図書館のののの専門性専門性専門性専門性のののの再構築再構築再構築再構築

国庫助成と図書館（１）

海外との学費比較

� 高額化が進む日本の高等教育

＊出典：文部科学省教育指標の国際比較 平成23（2011）年版

＊2007年度の数字を採用。韓国のみ2009年度

＊アメリカは，総合・4年生大学の平均値を採用

� 国際人権規約では高等教育の段階的な無償化が含まれる（日本

は保留条項）

� EU圏は，低額に抑えているが，行き詰まり（イギリス暴動等）

----¥703,000-¥703,000-イギリス

----¥2,700-¥2,700-フランス

¥2,577,000¥2,577,000¥697,000-¥697,000-アメリカ

¥749,159-¥624,000¥125,159¥810,960¥347,460¥429,900¥33,600韓国

¥1,298,725¥190,410¥834,751¥273,564¥817,800-¥535,800¥282,000日本

合計その他授業料入学金合計その他授業料入学金

私立大学国立

国庫助成と図書館（２）

国家の学費負担比較

� 高額負担となる日本の高等教育

＊出典：文部科学省教育指標の国際比較 平成23（2011）年版

� 日本・韓国の私費負担分が目立って高額となっている

� 韓国は先日，大規模な学費補助予算を計上

� アメリカは高額負担を軽減するための奨学金・学資ローンが充実

� OECD内でも，日本の高額負担は際立っている

24.375.730.9--69.1OECD平均

32.367.764.212.15235.8イギリス

15.684.415.55.110.384.5フランス

68.931.168.434.234.231.6アメリカ

76.723.379.326.552.820.7韓国

61.538.567.516.551.132.5日本

合計その他家計

私費公財政私費公財政

2000年2007年

国庫助成と図書館（３）

国庫助成交付金実績

� 減少する国庫助成

-¥300,717,157¥101,726,33190.6%513566¥198,990,82691.3%51756618年

▲ 445,548¥300,271,609¥104,870,35090.1%521578¥195,401,25991.0%52657819年

▲ 1,286,091¥298,985,518¥104,638,17690.5%533589¥194,347,34291.0%53658920年

▲ 4,402,222¥294,583,296¥100,974,50690.1%536595¥193,608,79091.1%54259521年

△ 2,338,596¥296,921,892¥103,050,41491.3%545597¥193,871,47892.0%54959722年

前年比（千円）交付総額額(千円）交付額(千円）交付率交付学校数学校数交付額(千円）交付率交付学校数学校数

特別補助一般補助

＊平成23年4月段階の予算案では23年度は減額となる見込み。また，特別補助の配分比率が下がり，一般補助が増額となる見込み

＊出典：月報私学/日本私立学校振興・共済事業団広報

� 現時点では，事業仕分けの対象ではない

� 国立大学の運営費は，毎年１％程度の削減を実施（仕分け対象）

� 国庫助成の増額の望むのは厳しい状態



国庫助成と図書館（４）

国庫助成と図書館

� 図書館政策と国庫助成

� 図書館の運営費（資料費・業務委託費）は一般補助対象

� 特別補助は，競争的助成で，申請項目毎に選択的配布

� 平成１９年度の申請項目変更までは図書館の政策も申請できた

� 平成２１年度申請項目変更により，図書館政策単体での申請困難

� 申請項目は，高等教育改革のための国策（情報公開/傾斜配分）

� 申請項目は，その時々の重点政策を反映（ICT推進や国際化）

� 図書館は教育の質向上を担っているが，補助金的にはカヤの外

� 図書館以外の組織（学部等）との連携との重要性

� 補助金の申請項目を確認することは，図書館員にとって必須

図書館資料費（1）

図書館資料費の特性と問題点

� 削減される図書館資料費

� 大学が持つ資金量自体が減少している

� ミッション遂行の機能分化により予算配布が分散された

� 図書館資料費は比較的削減しやすい予算：悪影響が見えにくい

� ステークホルダーにとっては，資金量の減少は死活問題

� 研究書の多くは図書館が最大の顧客 → 図書館資金が研究を支える

� 資料費の削減はすべての図書館活動を縮退させる（整理/閲覧等）

ミッションへの評価だけで

は，予算確保できない。

ミッション重視からの転換

大学職員としての意識と評価基準

図書館資料費（２）

図書館資料費の費用対効果

� 学生一人当たりの図書費支出と還元率

¥6,911¥226,098,000¥97,119,000¥128,979,00032,715 ¥37,843,206,000 2010

¥6,971¥221,200,000¥93,545,000¥127,655,00031,733 ¥37,366,217,590 2009

¥6,940¥215,200,000¥93,545,000¥121,655,00031,009 ¥36,178,571,725 2008

¥7,084¥218,200,000¥96,545,000¥121,655,00030,803 ¥35,402,594,550 2007

１人当図書負担合計研究用学習用学生数学生納付金

図書費基礎情報

232.6%¥21,138¥2,971¥691,522,1987.12 232,775 

241.6%¥21,242¥2,885¥674,073,9237.36 233,624 

239.3%¥22,386¥2,900¥694,181,2547.72 239,412 

244.8%¥21,987¥2,894¥677,255,1457.60 234,016 

還元率還元額一冊単価貸出資料額1人当貸出貸出冊数

費用対効果貸出情報

� 図書館資料費の費用対効果は様々

� 費用対効果を挙げるには利用率が鍵（利用者数と利用回数）

� 削減を回避するための根拠資料の作成へ

図書館資料費（３）

電子資料費の高騰と課題

� 増え続ける経費と図書館の限界

� ビックディール契約の利点と弊害（購読規模の維持）

� 図書館資料構成比率のバランス悪化

� 次にやってくる電子書籍への教訓は?

Z社

購読契約タイトル 218 タイトル 9,??? 万円

付加サービス利用可能タイトル 1892 タイトル ??? 万円

合計利用可能タイトル2110 タイトル支払 合計 9,??? 万円

1333構成比率（想定）

100%5.20%55%17.30%13.00%配分率

合計高額資料雑誌費（EJ)学習用図書費研究用図書費

図書館資料費の再構成 → 痛みを伴う改革は不可避



図書館資料費（４）

予算獲得に向けて

� 図書館資料費の効果を示す

図書館的価値基準から，大学職員としての価値基準へのシフト

選書から利用まで，大学ミッションとの関係強化

電子書籍への対応を見据えた予算構成の再構築

� 大学が持つ資金量は減少している

� 資金は優先度（必要性）の高いものから配分される

� 図書館資料費の価値や効果を示すことが予算確保に繋がる

� 図書館の変化を見据えた適正予算規模の策定が急務

図書館業務委託費（１）

労働としての図書館員

� 図書館での労働力は，非正規労働

¥1,466¥11,724-平均

¥2,040¥16,3201号ソフトウェア開発

¥1,824¥14,5952号機械設計

¥1,631¥13,04523号OAインストラクション

¥1,597¥12,7749号調査

¥1,581¥12,64817号研究開発

¥1,519¥12,15419号書籍等の作成・編修

¥1,507¥12,05712号デモンストレーション

¥1,489¥11,9127号秘書

¥1,385¥11,07710号財務処理

¥1,326¥10,6075号事務用機器操作

¥1,258¥10,0668号ファイリング

¥1,230¥9,83916号受付・案内・駐車場管理

¥979¥7,83114号建築物清掃

時給賃金業種

派遣労働者の平均賃金調査（特定派遣２３種）

明大サポートスタッフの時給は

約１，１００円（ボリュームゾーン）

� 司書資格保有者待遇

� 管理責任者でも１，５００円前後

� キャリアパスの不在

アウトソーシングの形骸化

図書館業務委託費（２）

生活の安定と図書館員

� 平均年収の比較

明大サポートスタッフの年収は

約200万円代前半（ボリュームゾーン）

� 長期間の安定生活は困難

� 労働力の流動性が顕著

� 図書館の専門性確保には

継続と経験が不可欠

381.5263500平均

34821747960～64

42325159555～59

44926962950～54

44727462045～49

430.528257940～44

39128549735～39

35929142730～34

32228935525～29

24323025620～24

129110148～19

合計女性男性年齢

このままでは，図書館サービスの高度化を目指すことは不可能

図書館業務委託費（３）

業務委託化の成果

� 業務委託化によるサービス拡大

大学経営的には，業務委託化は典型的な成功例

一度下がった単価を上げることは非常に困難

¥168,024,000 --34-2010

和泉・生田図書館レファレンス業務委託開始

中央図書館：休日開館を通年に拡大

¥168,024,000 --36-2009

和泉図書館：図書館リテラシー・ＰＣサポート業務委託開始¥164,454,000 --34-2008

中央図書館レファレンス業務委託開始¥147,274,000 6264.96%42¥588,616,351 2007

開館時間延長（入試期間等）¥145,400,000 6275.13%45¥655,841,197 2006

開館業務委託段階的導入¥125,832,000 6081.18%49¥677,370,000 2001

業務委託未導入（正職員＋嘱託職員での運用）--¥679,371,000 60¥802,229,000 1993

業務委託変更点業務委託費

業務委託者人

数職員総人件費

職員

数図書館運営費

＊１９９３年は，業務委託なし。正職員と嘱託職員での運用

＊２００１年より業務委託を段階的に導入。業務委託費は，嘱託職員人件費と業務委託費との合計

＊ 職員総人件費は１９９３年をベースとした比率

労働モデルの転換



図書館業務委託費（４）

労働モデルの転換

� 高サービス（専門性重視）へのシフト

サブジェクトライブラリアンサブジェクトライブラリアンサブジェクトライブラリアンサブジェクトライブラリアン

図書館管理者図書館管理者図書館管理者図書館管理者

図書館司書図書館司書図書館司書図書館司書

（（（（カタロガーカタロガーカタロガーカタロガー等等等等））））

軽作業軽作業軽作業軽作業 / 一般業務一般業務一般業務一般業務

� 高コスト・高サービス・少人数

� キャリアパスの構築

� 図書館員の専門性の確立

� 大学職員図書館員の専門性の確立

資金の配分先を絞って高待遇を実現

委託費仕様書の重要性

IAALの

活動

図書館業務委託費（５）

労働モデルの変更（本学事例）

� 書庫完全開放の実施

書庫資料書庫資料書庫資料書庫資料へのへのへのへのタトルタトルタトルタトル＋＋＋＋バーコードバーコードバーコードバーコード貼付貼付貼付貼付

• 約１００万冊対象（3館）

• 総経費 約3,000万円

予算獲得交渉予算獲得交渉予算獲得交渉予算獲得交渉

• 費用対効果の説明

• 業務委託1ポスト単価 ： 約330万円

• 書庫管理＋貸出業務 ： 2ポスト

• 約４年でコスト回収可能

• 図書館利用者の利便性の向上

• 図書館サービスの高度化

予算獲得予算獲得予算獲得予算獲得＋＋＋＋実施実施実施実施

• ほぼ1年で完了

• 補助金の獲得

書庫開放書庫開放書庫開放書庫開放のののの効果効果効果効果

• 業務委託ポストの削減

• 資料利用の利便性向上

余剰資金余剰資金余剰資金余剰資金のののの活用活用活用活用

• 開館時間延長＋開館日増

• 業務委託内容の変更

• 待遇改善（賃金アップ）

予算削減回避

業務委託内容業務委託内容業務委託内容業務委託内容のののの

高度化高度化高度化高度化

まとめ２

� 図書館予算の獲得に向けて

� 大学が持つ資金量は減少している

� 図書資料費の獲得（維持）のためには，明確な根拠が必要

� 図書館資料費は今後の動向（電子資料等）を踏まえて，再構築の必要性あり

� 業務委託問題の根本は，労働としての図書館員の環境の悪化

� 図書館の新たな専門性の確立には，業務委託内容の高度化が不可欠

� 専任職員は，業務委託仕様書を通じて，目指す専門性を明示する。

� 資金問題は，最終的には図書館のプレゼンス問題に帰結する

大学職員による図書館の専門性の再定義

ありがとうございました

今後も，みなさんと一緒に，図書館の発展に向けて

� 私学月報（VOL. １３９）

� 公立図書館における電子書籍利活用ガイドライン(案)

� 英国出版社協会、図書館による電子書籍の貸出に関す るガイドラインを発表

� 大学図書館で働く非正規職員調査のページ


